
概 要

社会福祉法人西陣会タイムケア事業「うぃず」では，
京都市立北総合支援学校に通う中高生の放課後支援を行
っている。私は，子どもたちの衣服の着脱やトイレ，食
事の介助を行う中で，衣服におけるさまざまな問題を実
感し，障がいをもつ子どもたちのよりよい衣生活を考え

ていきたいと考えた。
そこで，2009年 11月に利用者 36名にたいして，衣

生活に関する質問紙調査を実施し，引き続いて観察調査
ならびに個別の聞き取り調査を実施した。その結果，身
体機能に障がいのある子どもについては①高齢者向け商
品からの選択を余儀なくされる場合が少なくないこと，
②市販おむつの幼児用では小さすぎ，高齢者用では大き
すぎること，③衣服のサイズが身体にあっている場合で
も，着脱が困難な場合が少なくないことがわかった。ま
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because each of them has different problems, and it is very difficult to comprehend their actual state only
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た，自閉症のように，身体機能に問題がなく標準体形で
あっても，衣服の選択や着脱に困難がある事例も確認で
きた。
各障がいの特徴やそれに伴って起こる身体機能障がい

が，衣生活上の困難に大きく関わっているものの，子ど
もたちが抱える問題は一人ひとり異なっており，障がい
分類だけで実生活上の困難を予見できるものではないこ
と，ならびに質問紙調査だけで現状を把握するのは極め
て困難であることが示唆された。こうした問題点を洗い
出すためにも解決するためにも，身近で接するものが障
がいをもつ子どもたちの生活全般を視野に入れ，個に応
じた支援を考えていくことが重要である。

1．はじめに

「装う」ことは性別，年齢，障がいの有無にかかわら
ず，すべての人に共通な基本的な欲求であり，自分を表
現する大切な手段の一つである。しかし，障がいをもつ
子どもたちにとって「一人ひとりの目的に合った，自分
らしさを表現できる衣服」や「機能的な衣服」を自由に
選択・購入できる機会は決して多いとはいえない。
社会福祉法人西陣会タイムケア事業「うぃず」（以

下：「うぃず」と略称する場合がある）では，障がいを
もつ子どもたちの放課後支援を行っている。私は衣服の
着脱やトイレ，食事の介助を行うなかで1），衣服に関す
るさまざまな問題を実感することが多かったので，障が
いをもつ子どもたちの衣服の現状を知り，よりよい衣生
活を考えていきたいと思い研究を始めた。

2．社会福祉法人西陣会タイムケア事業うぃずの概要

2. 1 設置目的と利用状況
京都市配布，「障害のある中高生のタイムケア事業う

ぃず利用手引き」によるとその概要は以下のとおりであ
る。

京都市立北総合支援学校に通学する中高生がいき
いきと過ごせる活動の確保とともに，その中高生の
保護者の方の就労支援等を目的としています。また
実施にあたっては，障害のある中高生の自立の促進
や障害のある方が地域で普通に暮らすことができる
社会の実現を目指したノーマライゼーションの理念
を踏まえ，地域の小学校の教室を実施場所として，
より多くの地域住民の方にも，話し相手，読み聞か
せ，音楽・美術の指導，イベントの企画などにより
事業に参加していただき，このような共通の体験を
通じて，障害についての理解を深め，障害のある方

もない方も誰もが生活しやすいまちづくりを協働で
推進していくこととしています。（京都市配布，2009

年 3月発行，障害のある中高生のタイムケア事業う
ぃず利用手引きより抜粋）

2009年 11月現在利用者数は 43名。内 6名は，長期
休暇のみの利用である。重複障がいもあるが，自閉症が
約 60％，脳性まひ約 20％，ダウン症約 10％，発達遅滞
約 10％である。車椅子常用者は 4名であるが，ほかに
も足元が安定しなかったり麻痺がある子どもが数名い
る。
スタッフの体制としては，移動，食事，トイレの介助

を必要とし常に介助が必要な子どもが 2名おり，それに
はマンツーマンで対応している。それ以外は，子どもた
ち 2人に対してスタッフが 1人つく。平日の放課後利用
は，1日 15人を限度としている。

2. 2 これまで見てきた衣生活の現状
身体機能に問題を抱えているなかでも，衣服の着脱等

が困難な子どもたちは，耐久性や機能性などを中心に考
えたニット製のスポーツウェアのような衣服を着用して
いることが多い。特にオムツを使用している子どもたち
は，オムツから尿が漏れることがよくある。私自身，何
度も立会ったことがあるのだが，時には 1日に 3回ズボ
ンを交換する。そのようなことを考えると，比較的値段
も安く，持ち運びが便利な衣服を常用することになる。
介助者がオムツを交換する際にニット製の衣服のほう
が，脱ぎ着させるのに容易であるということも衣服選択
の大きな要因になっていると考えられる。
身体的な機能には特に問題のない自閉症の子どもたち

は，一般的な種々の日常衣を着ているように見える。あ
る保護者は「身体が不自由であったり，何かしらのハン
デがあるからこそ，服で楽しませることをしてあげた
い」と話した。
自閉症やダウン症の場合，靴下の右と左を逆にはいて

しまったり，服の裏表が逆のまま着用するなど，同じよ
うな色や形のものであると，左右・表裏の区別がつかな
くなるということは多くの子どもで見られる。その他に
も，自閉症の子どもたちのほとんどは「こだわり」をも
っており，白しか着ない子どもや V ネックしか着ない
子どもなどもいる。そのこだわりは，保護者であっても
変えることは難しい。特に強いこだわりを持っている子
どもは，一度自分が正しいと思って行ったことに対し
て，他人が一方的に「違うよ，直そうね。」と声かけを
するとパニックをおこしてしまう場合もある。その場合
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は，間違いを指摘する前に，今どのような状態でこれか
ら何をするのかを，絵で示したり，「この靴下逆に履い
たらもっと可愛くなるんじゃない？見せて欲しいな
あ。」というように，子どものリズムをストップさせな
いような声かけをしていくことがとても大切になってく
る。また，その他の問題点として，トイレの後に下着が
上がりきっていなかったり，ボタンやチャックが開けっ
放しなど，細かいところに気がつかないという傾向も見
られる。女の子では，中高生で始まる「月経」で問題が
起こったことが何回かある。自閉症の子どもたちは，環
境変化がとても苦手なため，急にナプキンをつけること
に大きな抵抗みせる。介助者側が，急にナプキンをつけ
たため，パニックを起こしナプキンを道路で取ってしま
う子どももいた。そのようなことを考えると，まず，布
ナプキンで生理のときはナプキンを付けるということを
理解させ，次に布ナプキンを外して交換するということ
を理解させる。その後，紙ナプキンを付け様子を見るな
ど，順を追って徐々に慣れさせることが必要である。身
体的に障がいのない子どもであっても，私たちが普段何
気なくおこなっている生活の中に，たくさんの壁がある
ということを日々実感する。
さらには，障がいの程度によっては生理機能が低下し

ている場合がある。例えば，体温調節機能が低下してい
る子どもは，外気に対する抵抗力が弱く暑さや寒さを感
じることも鈍くなっているため，風邪を引きやすい。ま
た，ほとんどの子どもたちは暑い寒いなどをこと言葉で
表現することが困難なため，介護者側が常に空調を管理
し，衣服で調整するなど細やかな気遣いが必要になって
くる。
このように「うぃず」の子どもたちの普段の衣服の問

題は，介助している側も常に感じてはいるのだが，「衣
服の問題は障がいがあるのだから困難が生じるのは当た
り前」というような感じで捉えられており，表面的には
あまり問題とされていないように思える。しかし，オム
ツから尿が漏れて衣服を何回も交換しなければならなか
ったり，靴下の左右がいつも逆になってしまい，それを
常に指摘されたりすることは，子どもたちにとっても辛
いことであると思う。無理なくなじめるような提案をす
ることができれば，子どもたちの精神状態を落ち着か
せ，パニックに陥るのを防ぐことができるだろう。
より快適な衣生活を送ることができるように，まず現

状を把握して解決策を探っていきたい。

3．実態調査の方法と結果

3. 1 質問紙調査の項目と実施方法
放課後の限られた時間だけでなく，家庭や学校など，

普段の生活の中での衣生活の問題点を探るため，利用し
ている子どもたちの保護者に向けてアンケートを実施す
ることとした。
・調査対象：2009年社会法人西陣会タイムケア事業利

用者のうち，放課後利用者 37名の保護者
・調査期間：2009年 11月 13日～30日
・回収方法：保護者への通信冊子によるはさみこみ回収
・回収率 ：95％
・調査内容：以下の調査用紙を用いた

3. 2 調査結果
質問紙調査の結果は個人差が大きく，集計や平均値で

は細かな問題点を取り上げることができないことがわか
った。以下では，質問紙調査につづいて実施した，聞き
取り調査ならびに観察調査結果とあわせて，5人の事例
を述べる。

【事例 1】：A くん（高校 3年生）
1）主な障がい：ダウン症，難聴
2）「うぃず」での日常生活
排泄，着脱ともに自立。学校では作業活動や調理実習

にも積極的に参加し，自立度は高い。知的年齢は小学校
低学年程度であり，アニメのキャラクターや戦隊もの，
ゲームなど自分の好きなものに固執する。気持ちに浮き
沈みがあり，多少のこだわりもみられるが，自分の思い
を口に出して伝えられる。
3）アンケート結果
私が「うぃず」でかかわった中では，特に衣生活に問

題を抱えていないと思っていた。しかし，アンケート調
査を行うと A くんの母親から以下の問題点が挙げられ
た。

上半身着

・ボタンのかけ違いが起きやすく，下から
止めるなどの指示が必要。

・腕の長さが短いため，袖丈の短いものが
欲しい。

・ワイシャツは小さい上のボタンがはまら
ないため，だらしなく見える。

・前後を逆に着てしまうことがある。
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4）気づき
質問紙調査結果と，日ごろの A くんとのかかわりを

通して，A くんの衣生活上の困難の中には，ダウン症
の子どもたちの「臨床症状」に起因するものがあること
がわかった。衣生活を考える上で配慮すべき臨床症状
は，頸部，筋緊張低下，四肢である。
塩野寛著，ダウン症候群2）では以下の臨床症状が挙げ

られている。①頸部…頸は短く，幅広い。頭毛の付着部
が比較的低位に位置している。②筋緊張低下…全身の筋
緊張低下は本症候群の新生児，乳児期ではほとんどの症
例に著明であり，年齢とともにこの症状は消失するが，
まれに学童期以後でも残っている場合がある。③四肢…
手は全体として小さく，幅広い。指も短く太い。足およ
び趾は手と同様に短く，幅広くしばしば扇形を呈する。
これら臨床症状と衣生活との関連を考えるとつぎのと

おりである。頸部が短く幅広い症状がみられる場合は，
市販のものでは首回りが小さく，A くんのようにワイ
シャツの上ボタンがしまらないという問題が起きる場合
がある。また，筋力が低下している場合は，お腹回りが
普通よりも太くなり，お腹回りに合わせるとズボン丈が
長いなどの問題が起きる。これらの問題は，A くんと
ともに衣服を購入する場に立ち合わなければわからない
問題であった。この質問紙調査後，「うぃず」で A くん
の衣服を観察したところ，実際に袖やズボンの裾を折り
曲げて着用していた。A くんの母親によると，ズボン

下半身着

・普通より足が短く，お腹回りは太いた
め，ちょうど良いサイズがない。

・腹筋が弱く，寝てズボンを穿かなければ
ならない。

下着 ・なし

靴・靴下

・紐結びが不得意な為，マジックテープ又
はひもを結んだように見える大人向きを
探すが，年相応のもの（大人用）を見つ
けるのは難しい。

・足首がやわらかいので，底の厚いものを
選ぶが，良いものがなかなかない。
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は裾をつめてもらうことができるため，ある程度着やす
いものを購入できるが，袖丈はつめることが難しいた
め，曲げて着るしかなく，どうしてもだらしなく見えて
しまうのが悩みであるとのことであった。また，A く
んの知的年齢は小学生低学年程度であるため，衣類を選
択購入する際，本人が選択するものはアニメのキャラク
ターが多く，年相応のもの（大人用）を成長に合わせて
購入したい保護者との意見の食い違いがみられることも
悩みであることがわかった。

【事例 2】：C くん（高校 1年生）
1）主な障がい：自閉症
2）「うぃず」での日常生活
排泄，着脱はともに自立。コミュニケーション能力が

低く，自分の思いを言葉で伝えることはできない。こち
らが指示するときは単語で指示を行うか，絵カードを使
用。常同的で反復的な全身運動があり，一つまたはいく
つかの興味だけに熱中することが多い。
3）アンケート結果

4）気づき
C くんはこだわりがとても強く，それは衣服に関して

もいえる。普段から C くんの衣服や靴下には赤色が多
いのであるが，これは C くんのこだわりからきている
ということがこの調査でわかった。
保護者は，服を着るということを覚えるときに，絵や

ボタンがある方を前と教えていた。これは抽象的なもの
を理解しにくいという自閉症児3）の指導に有効とされる
方法である。抽象的なものを視覚的に理解しやすいもの
に置き換えて判断させ，理解させるというのは一般的な
自閉症児の指導方法の一つであり，多くの学校や家庭で

はこの方法で日常生活の指導を行っている。しかし，プ
リントやボタンがあるものを前と理解している C くん
は，それと異なった衣服（バックプリントのものや，体
操服などの無地のもの）には対応できない。子どもにと
ってわかりやすいはずの視覚的な手がかりの活用が，自
閉症の子どもにとって，応用がきかないという問題を生
んでしまっているのも事実である。

【事例 3】：自閉症の D さん（中学 2年生）
1）主な障がい：自閉症
2）うぃずでの日常生活
排泄，着脱ともに一部介助が必要。こだわりは強い方

ではないが，自分の思いと異なることが起こると，他傷
行為や回避行動（床に寝そべり動かない）がでる。D

さんは自閉症であるが，言葉での指示によってパニック
を起こすことはなく，こちらの言葉をある程度理解する
ことができる。興味の幅が狭く，新しい環境が苦手であ
る。
3）調査結果

上半身着

・バックプリントの服を嫌がる。（着るこ
とを教える時に，前を目印にしたため，
後にプリントがあることが許せないよう
である。）

下半身着 ・体操服などは，ボタンやファスナーがな
いので前後がわかりにくい。

下着
・トランクスでないと嫌がる。
・赤色しか着ない。赤色でないものはわざ
わざ赤色に着替える。

靴・靴下

・靴下はきちっと上まで上げないと気がす
まない。

・すぐにかかとをふんでしまう。注意する
と直す。

上半身着

（一部介助が必要：前後をよく間違うため
声かけをしたり，最後の整えの手伝いが必
要。脱ぐのは一人で行える。）
・表裏，前後逆に着たり，袖がどこかにひ
っかかったりすると，自分ではどうなっ
ているかわからない。

・ボタン，ホックのある服は全くできない
ので，できるだけボタンの無い服を探し
て着せる。

・脱ぐことはできるが，脱いだ服を整えな
いため，それをもう一度着る場合には表
裏を整えなければならない。

下半身着

（一部介助が必要：前後，裏表声かけが必
要）
・ボタンやファスナー，ベルトは自分でで
きないため，できるだけ無いものを選
ぶ。

・上半身着の脱いだ後と同じ。

下着

（一部介助が必要：下着は穴がわかりづら
いため，入り口，出口を間違 うことが多
く声かけが必要。脱ぐことは一人ででき
る。）
・前後がわかりにくい。足を入れる所を間
違えてもそのまま履いてしまう。

・生理の時，ナプキンは外せるがつけるこ
とができない。
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4）気づき
D さんは，介助する側の言葉を理解することはでき

るが，指示をしなければできないことが多い。そのた
め，介助する側が常に注意しておく必要がある。
ナプキンの付け外しは，自閉症の女の子に限らず多く

の障がいをもった子どもたちが苦手としている。外すこ
とはできるが，ナプキンをちょうど良いところに付ける
ことができず，前後どちらかによってしまったり，折れ
曲がってしまい経血がもれてしまうことがある。私たち
の場合，たとえ自分が思っていたところに付けることが
できなくても，下着をあげて違和感があったら，再度調
節することができる。しかし，D さんのような障がい
をもつ子どもたちは，下着をあげてしまったらナプキン
がずれていたり，折れ曲がっていてもそれを直すことは
できない。そのため，子どもたちが下着をあげる前に介
助者がナプキンの位置を確認しておくか，下着にナプキ
ンを付ける場所を示した印を付けておく必要がある。

【事例 4】：自閉症の E くん（高校 2年生）
1）主な障がい：自閉症
2）「うぃず」での日常生活
排泄，着脱ともに一部介助必要。こだわりがあり，一

つまたはいくつかの興味だけに熱中する。「トイレ」な
ど，自分の思いを単語で伝えることもあるが，言葉のオ
ウム返しが多く意思疎通は不完全である。
3）アンケート結果

4）気づき

【事例 5】：脳性麻痺の F くん（高校 1年生）
1）主な障がい：脳性麻痺
2）「うぃず」での日常生活
排泄，着脱ともに全面的な介助が必要。脚と指に麻痺

がある。介助用の車いすを使用。簡単な発言はできる
が，意思疎通は不完全といえる。
3）アンケート結果

4）気づき
私は女性であるため，F くん衣服の着脱の介助は上着

だけである。F くんは上半身には麻痺がなく，関節の拘
縮もないため一見困難はないように思える。しかし，実
際介助をしてみると麻痺がなくても，アームホールの小
さい衣服に袖を通すことは難しい。「うぃず」では F く
んの上着の着脱は，車いすに座った状態で行うことが多
い。片腕にまず袖を通し，体を前に倒させ背中の衣服を
整えもう一つの袖に腕を通すのだが，この際，ひじで服
がたまってしまい，そこから上にあげるのが無理やりに
なってしまうことがある。車いすに乗っていない状態で
あれば，両手を後ろに回し，両そでを一気に通して着せ
るという方法もあるのだが，腕に力をいれて位置を固定
することが困難な F くんにとって，この方法も最善で
あるとはいえない。そのため，F くんの母親は「学校の
先生や，うぃずで介助をしてもらう際，介助をしてもら
う人に少しでも迷惑をかけないようにと，袖の大き目の

靴・靴下

（一部介助が必要：左右逆，またはかかと
の位置がずれて，つま先の方にソックス
が余っていたり，甲の方にきていたりす
る事があるため声かけが必要。）

・靴・靴下ともに左右逆に履く。
・片足を上げることが苦手なため，すべり
にくい靴下は履きにくい。

上半身着

（一部介助が必要：ボタンの付いている
服）
・カッターシャツやファスナーの付いてい
る服は着にくいので，トレーナーなどを
着せている。

下半身着

（一部介助が必要：チャックなどの付いて
るズボン）
・足が太く，お腹が出ているため，半ズボ
ンの場合は良いが長ズボンは 胴に合わ
すと裾が長くなり，ズボンの幅も太くな
り不細工になるため，なかなか良いもの
が探せない。

下着 ・なし

靴・靴下

・マジックテープの靴を履かせていたが，
サイズが大きくなったら，高齢者が履く
様なデザインしかない。紐靴にしたい
が，紐結びは出来ないため，現在は紐が
ほどけないようにしたり，着脱できるよ
う調節して履かせている。

上半身着 ・アームホールの小さい衣服に袖を通すこ
とが困難。

下半身着

・足の長さに合わせるとウエストがゆる
く，サイズのちょうどよいものを探すの
が難しい。

・ウエストがゴムのものを選ぶと，ジャー
ジばかりになってしまう。

下着 ・横向きに寝ると，オムツから尿漏れがお
きる。

靴・靴下 ・足首の力がなく，サイズが合っても履か
せやすいものがない。
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ものやジャージを着用させているが，本当は普通の高校
生の男の子が着るようなジャケットやコートを着せた
い」と話した。
また，F くんは脚に麻痺があり歩行したり，立位を保

つことができない。そのため脚は普普通よりも細く，お
腹回りも細いと考えられる。車いすから床へ移動する際
の持ち上げで，ズボンがずれてしまうことがあるが，介
助の際不便なためズボンにベルトをすることはないよう
である。保護者はズボンがずれ落ちるのを防ぐために，
ウエストがゴムのものを着用させることが多いと話して
いたが，ジャージ製のものしかなく，デザインや素材が
限られることが悩みであると話した。靴については，自
閉症の考察で書いたことと同様の悩みをもっていたこと
がわかった。

4．考 察

（1）ダウン症の子どもに関する考察
「うぃず」には，ダウン症の子どもが 2人いるが，2

人とも自立度は高く，声かけをすれば身の回りのことを
ほぼ自分で行うことができる。2人の体型は類似してお
り，アンケート結果も同じようなものが得られると考え
ていた。しかし，もう 1人のダウン症の男の子（以下 B

くんとする）と比較してみると，A くんと B くんのア
ンケート内容は全く異なるものであった。これは，B く
んの日常着がジャージであるため調査結果が全く異なっ
たということがわかった。つまり，二人に共通していた
衣服の前後の識別が難しいという問題は，ジャージであ
ってもそれ以外の衣服であっても起こりうる問題であ
る。しかし，ダウン症特有の首回りが太いことによる，
ワイシャツのボタンがしまらないという問題は，トレー
ナーや T シャツでは起こりにくい問題である。このよ
うに，衣服の選択購入を家族が行う二人の場合，介助者
の意向に影響を受けやすいため，それにより異なった衣
生活上の困難が生じることがわかった。

（2）自閉症の子どもに関する考察
自閉症の子ども 19名のアンケート調査結果では，以

下の回答が多くあげられた。
①上半身着
・前後がわかりにくい場合は逆に着てしまう。
・ボタンやファスナーがある服は，着脱が難しいため
トレーナーや T シャツばかりになる。

・ボタンの掛け違い。

②下半身着
・サイズを合わせるのが難しい
・ファスナー，ホック，ベルトはトイレ時の着脱が困
難なため，ウエストがゴムのものを着せるが，ウエ
ストがゴムで大人用のものはジャージしかない。

③下着
・表裏逆に着てしまう。
・素材や色に対するこだわりがある。

④靴・靴下
・靴下の上下を逆にはいてしまう。（かかとの部分が
上にくる）

・靴は中高生のサイズになると，紐靴が主流になって
くるため着脱しにくい。格好良いデザインやブラン
ドにはマジックテープ付きの靴がなく，高齢者向け
のものになってしまう。
身体的な障がいをもっていない自閉症の子どもたち

は，衣服の着脱は自分で行うことが多い。しかし自閉症
の子どもたちにとって，服の前後や表裏は印などがつい
ていないと理解することが難しく，逆に着てしまうこと
は非常に多い。これは抽象的なものを理解しにくい自閉
症の特性から生じる衣生活上の困難であると考えられ
る。また，アンケートの中に下半身着（特にズボン）は
ウエストがゆるく，サイズの合うものがない，という回
答もよくみられた。しかし，身体的に障がいをもってい
ない自閉症の子どもたちは，障がいのない中高生と体型
は大きく変わらないはずである。なぜ，サイズが合わな
いと回答する保護者が多いのかと思い，自閉症の子ども
たちが着用しているズボンやスカートに着目してみた。
その結果，「うぃず」を利用している自閉症の子どもた
ち全員がベルトをしていないことがわかった。つまり，
私たちは多少ウエストがゆるくてもベルトで調節するこ
とが多く，市販されているズボンもベルトをすること前
提として，少しゆとりをもって作られていることが多い
ように思える。しかし，ベルトの着用が困難な子どもた
ちは，サイズがぴったりのものでなければズボンが下が
ってしまったり窮屈だったりしてしまう。そのため，サ
イズの合うものがないと回答する保護者が多かったので
はないかと考える。
また，靴に関する問題点として多くあげられたのが，

紐靴は着脱しにくいためマジックテープの靴にしたい
が，良いものがないという回答であった。「うぃず」の
自閉症の子どもたちを見ていると，紐靴を履いている子
は約 6割。しかし，その多くが靴のかかとを踏んではい
ている。何度か注意をし，改善できないかと試みてはい
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るものの，注意したときしか直すことができないという
のが現状である。マジックテープの靴を履いている子ど
もたちを見てみると，最初にテープを外して履くという
ことを教えれば，テープを外せば容易に靴を履くことが
できるということを理解し，かかとを踏んで履くことは
ほとんどない。つまり，私たちが何気なく行っている，
紐靴のかかとをひっぱって履いたり，紐を結びなおすと
いう行為も，自閉症の子どもたちとっては難しいことな
のである。自閉症の子どもたちをあまり知らない人たち
は，ただ単にだらしないだけではないかと思う人もいる
かもしれない。けれども，幼児の靴を思い起こしてほし
い。小さい子どもたちの靴にはマジックテープがついて
いるものが多い。これは，紐結びがまだできない幼児の
ため，または手伝う人が着脱させやすいなどの理由か
ら，幼児靴ではマジックテープのものが多く販売させて
いる。知的年齢が低い自閉症の子どもたちにも同じこと
がいえるのである。幼児がそれぞれの年齢に合わせてマ
ジックテープの靴を履くのと同じ理由で，自閉症の中高
生にも知的年齢に合った靴選びが必要なのである。しか
し，現状としてはマジックテープの靴の多くは，幼児向
けか高齢者向けのものが多く，高齢者向けのものはデザ
インがとても地味で，保護者が中高生の子どもに履かせ
ようとは思えないようなものばかりであった。私はこの
調査を行うまで，保護者が靴を選択購入することに関し
て不都合に感じていることに気付かなかったが，靴に限
らず衣服全般で多くの保護者が，選択購入の際に不都合
を感じていることがわかった。

（3）脳性麻痺の子どもたちに関する考察
「うぃず」には脳性麻痺の子どもが 3人おり，内 2人
は車いすを使用している。2人とも立位を保つことはで
きないが，麻痺は比較的ゆるい方である。そのため，今
回の調査ならびに，「うぃず」で 2人を介助する男性職
員に話を聞いても，介助する側が感じる衣生活上の困難
は思っていたよりも少なかった。2人に共通していたこ
とは，オムツの尿漏れと，自閉症の子どもと同様，紐靴
は着脱しにくいためマジックテープの靴にしたいが，良
いものがないという回答であった。
また，オムツの尿漏れについて母親に詳しく話を聞い

たところ，オムツは乳幼児と高齢者向けのものがほとん
どで，高齢者向けの SS サイズでは大きく，幼児向けの
L サイズでは小さくちょうど良いサイズがないとのこと
であった。私の家の近くのドラックストア4）で中高生向
けのものがないか調べてみたが，乳幼児向けのものと，

高齢者向けのものしか置いてなかった。その後インター
ネットで商品検索したところ，最近では小学生高学年～
中高生の学童用に「スーパー BIG サイズ」という商品
も発売されていることがわかった。これは夜尿症対策の
ほか，心身障がい児の介護用としても考慮されてつくら
れているもので，パンツタイプの他にテープ止めタイプ
のものもあった。しかしこの商品も体重 18 kg～35 kg

向けであり，中高生の体形に合ったものは見つけること
ができなかった。「うぃず」ではオムツを使用している
子どもが 8名いるが，そのうち 5名の保護者が，サイズ
が合わないと回答していた。オムツ使用者の中の，障が
いをもつ中高生の数は全体数からみたら少なく，消費量
が少なければ，企業にとって商品開発するメリットも少
なくなる。例え商品開発されたとしても，値段が高かっ
たり，機能性が良くないという問題も起こりえる。その
ため，企業だけに頼るのではなく，当事者やそのまわり
の人が現状を理解し，工夫をすることによって，障がい
をもつ人の生活をより快適なものにしていく必要がある
と考える。

（4）衣服の購入について
衣類の選択や購入をだれがどのようにするかアンケー

ト調査を行った。その結果，本人と販売店に出向いて選
択購入するという回答と，家族などが選択購入するとい
う回答は約 1 : 2となった。しかし質問紙調査のあとに
聞き取り調査を重ねると，下半身着のみ本人と購入する
という回答や，一緒には行くが子どもは全く興味を示さ
ないなどの回答もあり，質問紙の回答に示された数値の
みから衣生活の現状と類推することには大きな限界を感
じた。
障がい別に考えてみると，自閉症の子どもたちの多く

は，家族が選択購入したものを着用することが多いこと
がわかった。自閉症の子どもは自分の意思で選択するこ
とを苦手としていることが多い。そのため，衣服を選択
する際も，最後の二つまで家族が絞りその中から一つを
子どもが選択するという回答が多かった。また，他傷行
為や叫び声などをあげるため，店舗につれて行けないと
いう家族も多くいた。他人に迷惑をかけたくないという
家族の思いと，周りの理解が少ないことが店舗に出向く
ことができないという状況を作っているのである。
保護者の中には，いまどきの中高生が着る衣服を購入

したいが，若者が購入するファッションビルなどに大人
一人で行くのが恥ずかしく，結局小さいサイズのおとな
用のものを着せているという回答もあった。この思いを
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持っている保護者は多く，そのため通販やネットショッ
ピングが重宝されていることもわかった。

5．おわりに

私は大学生になり初めて障がいをもつ子どもたちとか
かわりをもった。約 2年半，障がいをもつ子どもたちと
かかわってきたが，今すぐ自分が何とかしなければなら
ないという衣生活上の困難はあまり感じることがなかっ
た。もちろん，オムツの尿漏れや，衣服の着脱の介助な
ど不都合だと思うことは何度かあったが，障がいがある
のだから困難が生じるのは当たり前というような感じで
捉えていた。しかし，今回の調査を行う中で，「うぃ
ず」の中だけでは見えてこない衣生活上の困難を知るこ
とができた。例えば購入時の困難である。「うぃず」を
利用する子どもたちの多くは，自分で衣服を選んだり，
購入することを苦手としており，保護者が衣服を選択購
入する場合は多い。そのため，中高生向けの衣服を販売
している店に保護者が足を運ばなければならず，保護者
だけで購入するのが恥ずかしいと感じる人や，流行りが
わからない，本人が試着を行えないためサイズを合わせ
るのが難しいと感じる保護者も多くいた。このようなこ
とは，衣服を購入する場に立ち会わなければわからない
衣生活上の困難である。また，質問紙調査の後，生活介
助を行いながら問題点をしぼって観察調査をし，理解で
きない点を保護者に聞き取り調査を行うことで理解でき
たこともあった。その中の一つに，「うぃず」の子ども
たち全員がベルトをしていないということがある。「う
ぃず」の子どもたちの多くがベルトやホック，ボタンの
付け外しを苦手としており，トイレ時の着脱を考えてベ
ルトはしていない。そのためサイズがピッタリのもので
なければズボンが下がってしまったり，窮屈だったりし
てしまうのである。
このように，保護者たちは私が予想もしないような衣

生活上の困難を感じており，それは子どもたちとどのよ
うな場面で，どのように関わるかによって変わってくる
ものである。
人間は十人十色であるように，障がいをもつ子どもたち
の衣生活上の困難も様々であり，障がいの種別のみで分
けられるものではなかった。ユニバーサルデザインとい
う言葉が広まってきている昨今であるが，誰もが装いを
楽しめる社会というにはほど遠い現状である。現在のフ
ァッション商品の企画，生産・販売体制は，障がいをも
つ子どもたちにとって，平等に衣服を選択できる市場で
あるとはいえない。大量生産大量消費型の社会の中で，

縫製に関する技術は国民一般からは遠いものになりつつ
あるので，標準や規格から距離のあ障がいをもつ子ども
たちの困難を解消することは個人や家庭のレベルでは不
可能に近い。本当に個の必要に応じたモノづくりという
のは，障がいをもつ人の生活全般を視野に入れ，一人ひ
とりと真剣に向き合って初めてできることである。
この研究を通して，障がいをもつ子どもやその保護者

の思いを知り，今後子どもたちに何を返していくことが
できるのか考えることができた。私は特別支援学校教員
として，子どもたちやその家族の視点に立って，より快
適な生活のための提案を発信していきたい。
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